
 
 

社会福祉法人「ＪＡいずも福祉会」平成２５年度 本部事業報告 

 
 
 
１．基本報告 
   地域に認められ開かれた福祉施設運営の実現を目標に、地域福祉の増進に寄与するた

め社会福祉法人「ＪＡいずも福祉会」は組織強化をさらに進め、社会福祉法人としての

社会的責務を果たすと共に地域に根ざした福祉施設の運営に取り組みました。 
   ２５年度も新規事業者の進出や、既存事業者の施設拡充等競合も激化する中、職員の

各種資格の取得、職場研修等によるサービスの向上や、経費の節減等に取組みました。 
   全事業利用者数は、429 人増加の 89，528 人、事業収入は 637，938 千円と 4，999

千円減少しました。事業活動収支差額は前年度より 6，080万円少ない 54，967万円の
実績となりました。 

    
２．主な事業実施内容 
  ①役員会の開催 

    社会福祉法人「ＪＡいずも福祉会」の定款の定めるところにより、理事会・評議員

会・監事会を開催しました。 
   理事会  年４回 
   評議員会 年３回 

監事会  年８回（理事会・監査・研修含む）         
②施設長会の開催 

  施設長会議を定期的に開催し、情報交換、運営に当っての月次決算協議を行い、事

業所間の連携強化を図りました。 
  ③社会福祉法人「ＪＡいずも福祉会」の組織強化及び体制整備 

    役員会を開催し、法人の組織強化及び体制整備を随時行いました。 
  ④社会福祉施設の運営に関する調査研究および運営の充実 

 運営計画・入所者の処遇等施設における運営管理の為の調査研究を行い、前年より

継続の短期入所者の食事負担の変更を行いました。 
  ⑤関係機関・諸団体と施設との連絡調整と強化 

    社会福祉法人「ＪＡいずも福祉会」の目的達成のための情報の交換および収集を行

うために、関係機関・諸団体と施設との連絡調整を実施しました。 
  ⑥役職員の資質の向上 

    施設運営をより効果的に発展させるため、役職員の連携と資質向上を目的とした内

部研修の充実を図り、各種研究会に積極的に参加しました。 
    更に、短期の施設間研修も適宜可能な施設にて実施しました。 
  ⑦教育活動 
    各事業ごとの各種研修に参加するとともに、施設ごとの施設内教育研修のほか、法



人全体研修を２月２０日、２１日に実施しました。 
   「個人情報とコンプライアンスについて」「認知症について」の研修実施。 
  ⑧地域およびボランティア組織との連携・支援 
    地元地域の「ボランティア組織の方」や「やすらぎ会」等の組織との結びつきを強

化し、交流の促進により利用者への福祉サービスの向上に努めました。 
 
 
 
 
 


